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MTJ 膜に特化した新型ナノコンタクト構造を開発し、世界で初めて MTJ 膜を用いたナノコンタクト型
スピントルク発振素子の作製に成功した。１．で開発した高性能 MgO-MTJ 膜と新型ナノコンタクトを






運動が実現できることを実験的および理論的に示した。この手法により、最大 3200 の Q 値を実現し




















両立できるスピントルク発振器が実現できることを報告している。これにより、Q値 350かつ 2.4 W という













  平成 26年 2月 19日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
 
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
 
